
議員提出議案第 １ 号 

 

 

コロナ禍における「生理の貧困」への支援を求める意見書提出に

ついて 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

 

  令和 ３ 年 ３ 月１８日 

 

 

            提出者 調布市議会議員 鈴 木 宗 貴 

            賛成者 調布市議会議員 井 上 耕 志 

                   同    小 林 市 之 

                   同    雨 宮 幸 男 

                   同    阿 部 草 太 

                   同    榊 原 登志子 

                   同    木 下 安 子 

                   同    澤 井   慧 

 



コロナ禍における「生理の貧困」への支援を求める意見書 

 

 

 新型コロナウイルス感染症の拡大により雇用状況が悪化する中，特に女性

への影響が深刻であり，生理用品を買えない，利用できない，生理に関する

教育にアクセスできないという「生理の貧困」が問題になっている。 

 20代の会社員，学生で構成する任意団体「＃みんなの生理」が行ったアン

ケート調査によると，金銭的な理由で生理用品を買うのに苦労した若者が，

20.1％，生理用品でないものを使った27.1％，交換する頻度・回数を減らし

た37.0％との結果が出ている。また，ネグレクトにより，親などから生理用

品を買ってもらえない子どもたちがいるとの指摘もある。 

 世界的にコロナ禍が続く中で，スコットランドでは，昨年11月からあらゆ

る人を対象に生理用品の無償提供が決定した。他の国々でも，小・中・高校

での生理用品が無償提供されるなどの報道がある。 

 よって調布市議会は，下記のとおり我が国においても，経済的な理由によ

り生理用品が十分に使えず健康な生活が脅かされることがないよう，児童，

生徒をはじめ全ての女性が生涯にわたって健康で衛生的な生活を保障される

ための支援を行うべきである。 

 

記 

 

１ 生理用品が必要だが利用できない方に配付する体制を整備すること。 

２ 学校施設に生理用品などの設置を行うこと。 

３ 養護教諭らに，生理をはじめ心や体の悩みを気兼ねなく相談できる環境

を整備すること。 

 

以上，地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

令和 ３ 年 ３ 月  日 

 



                 調布市議会議長 渡 辺 進二郎 

 

提出先 

内閣総理大臣  財務大臣  文部科学大臣  厚生労働大臣    

衆議院議長  参議院議長  東京都知事 


